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令和 ５年 ２月２２日 

選挙管理委員会事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 選挙への関心度では、約 7割が「関心があった」と回答（P25～） 

・「関心があった」「やや関心があった」を合わせた《関心があった》は、約７割となっており、前回から 6.6

ポイント増加した。 

 

 

・特に、20歳代、30歳代の「関心があった」「やや関心があった」を合わせた《関心があった》は、前回か

らそれぞれ 12.1ポイント、17.4ポイント増加し、増加幅が大きかった。 
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【投票率】

令和4年

今回

令和元年

前回

前回比

今回－前回

20歳代 40.66 33.16 7.50

30歳代 50.96 42.54 8.42

実施の対象と概要 

・令和４年 7月 10日執行参議院議員選挙 

・回答者数：1,604人（対象 4,000人） ・調査票配送法（令和４年９月 20日～10月 11日） 

 選挙への関心度は、約７割が《関心があった》と回答し、前回よりも

6.6 ポイント増加。投票率の上昇に比例する結果となった。 

特に 20 歳代・30 歳代の関心度の上昇が大きかった。 

世論調査の概要 

（令和４年７月 10 日執行参議院議員選挙） 
 

（％） 

(参考) 
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◆ 投票した人の６割が、選挙に関する何らかのネット情報に接触（P110～） 

・今回の選挙で投票した人のうち、インターネット上で何らかの選挙情報に接触した人が約 6割となってお

り、「触れていない、見ていない」という回答は前回から 8.4ポイント減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（※１）令和元年調査は「候補者等のツイッター・フェイスブック等のＳＮＳ〔ＬＩＮＥはＳＮＳの扱い〕」 

（※２）令和元年調査は「候補者・政党以外のツイッター・フェイスブック等のＳＮＳ〔ＬＩＮＥはＳＮＳの扱い〕」 

 

 

・また、ネット上の情報を「参考にした」という回答は前回から 5.0ポイント増加した。 

なお、年齢別では、《参考にした（計）》は全体の約６割に対し、20歳代（78.9％）、30歳代（77.3％）で

８割弱となり、特に高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先   

選挙管理委員会事務局 総務課：新井、選挙課：齊木 

電話 03‐5320‐6903（直通）／ 55-111・137（内線） 
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ニュースサイトや選挙情報サイト

候補者・政党等のホームページ・ブログ

候補者等のTwitter・Facebook・Instagram等

のＳＮＳ〔LINEを含む〕（※1）

YouTubeなど動画共有サイトでの選挙関連の

動画

まとめサイトや電子掲示板などその他のサイト

候補者・政党以外のTwitter・Facebook・

Instagram等のＳＮＳ〔LINEを含む〕（※2）

候補者・政党以外のホームページ・ブログ

候補者等からのメール

その他

触れていない、見ていない

わからない、忘れた

無回答

今回選挙（n=1,274）

令和元年参議院議員選挙（n=1,011）

（％）
実際に触れたネット上の情報 

ネット上の情報を参考にした程度 


